
 

 

 

 

 

年度まとめの３月 １年を振り返ってみよう 

 令和３年度も最後の月に入りました。新型コロナの感染拡大で厳

しい状況のなかでも，皆さんは，自分を見つめ，本気で自分の可能

性を高める努力を積み重ねている姿を見せてくれていました。また，

学級・学年の友達へ，目配り・気配り・心配りのある言葉かけや態

度・振る舞いを見せてくれた方もいました。本当にうれしく思って

います。ありがとう。 

さぁ，そこで，本年度を振り返ってみてください。振り返ること

で，今年頑張ったことやできるようになったことを再認識し，自分

を褒めてあげられることを見つけてみてください。皆さんは，この

一年毎日を精一杯あれやこれやとやってこられたと思います。その

ため，「成長したなぁ…」と感じることはあまりないかもしれません。

でも，気づかないだけで大なり小なり，何かしら新しくできるよう

になったことはあると思いますよ。自分がやってきたことは，自分

が一番良く分かっているはず…，しかし，自分の成長にもっとも気

づかないのも自分かもしれませんね。この３月のどこかでゆっくり

と振り返ってみるのはいかがでしょうか。自然と嬉しくなったり達成感が感じられると思いますよ。逆

に，できなかったことやうまくいかなかったことも見つめ直すことでもいいと思います。自分の意外な

苦手が分かったり，「進級・進学したら，気を付けよう，改善しよう」という意識がでてきますからね。

思い出すのがしんどいことは，無理に思い出さなくてもＯＫですよ。前を向いて，自分の活力を生み出

すためにすることですから。４月に「やり切った感を味わうために，今年こそ○○に挑戦するぞ…。」と

いうような，モチベーションに繋がる振り返りをしてみてください。 

 

「結果」か？ 「過程」か？ 

 皆さんは，「結果」と「過程」のどちらを重要視しますか。「終

わり良ければ総て良し」「結果はどうであれ，その過程のなかで，

自分はどのように判断したかには大きな意味がある」など，意見は

分かれるところではないでしょうか。どちらが正しい，間違ってい

るというものでもないようにも思います。ケース・バイ・ケースな

のかもしれませんね。 

 ただ，私は「結果が出た＝過程も全部ＯＫ，反対に，結果が出な

い＝過程も全部×…」と思ってしまわないように，しっかりと振り

返って，「〇」「△」「×」を判断するために，「過程」を大切に見て

いこうと思っています。ある方の言葉です。「失敗したという現象だ

けを見て自分を責めていたのでは何も変化が起きない。失敗したと

いうことは行動したことの証しでもある。行動できていたというこ

とはそれだけで意味があることなのだ。また，そこから何かを学び
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取ることができればそれに越したことはない。そのためにはプロ

セスを大切にすることだ。」…，いかがでしょうか。 

 

 九条中学校では，皆さんの「主体性」・「課題発見力」・「実行力」・

「柔軟性」をしっかりと伸ばしていくことを重視しています。こ

れらの力を身に付け，つぎのような「姿」が学校全体の教育活動

の中で見られることを目指しています。さぁ，令和３年度は，「こ

んなことができたかな？」っと，振り返ってみてください。「…

…」なら，この３月に意識して頑張ってみてください。でも，辛

口の判定にならなくていいですよ。そして，「全部を…，完璧に

…」でなくていいんですよ。一つでも二つでも，一部でも「ＯＫ」

があったら，「ここはできているよね」と，自分自身を「よくや

った！」と褒めてあげてくださいね。 

   

・自分がやるべきことは何かを見極め，自発的に取り組むことができる。 

・自分の強み・弱みを把握し，困難なことでも自信をもって取り組む 

ことができる。 

・自分なりに判断し，他者に流されず行動できる。 

・成果のイメージを明確にして，その実現のために現段階でなすべき 

ことを的確に把握できる。 

・現状を正しく認識するための情報収集や分析ができる。 

・課題を明らかにするために，他者の意見を積極的に求めている。 

・小さな成果を喜びに感じ，目標達成に向かって粘り強く取り組み続け 

ることができる。 

・失敗を怖れずに，とにかくやってみようとする果敢さをもって，取り 

組むことができる。 

・強い意志を持ち，困難な状況から逃げずに取り組み続けることができる。 

・自分の意見を持ちながら，他人の良い意見も共感をもって受け入れる 

ことができる。 

・相手がなぜそのように考えるかを，相手の気持ちになって理解する 

ことができる。 

・立場が異なる相手の背景や事情を理解することができる。 

 

３月の主な行事 

・３年公立中期選抜事前指導…３月７日（月）６限 

・京都府公立校等学校中期選抜…３月８日（火） 

・３年卒業式練習…３月９日（水）～ 

・３年生を送る会…３月１１日（金）２．３限 

・卒業式予行…３月１４日（月）３限 

・令和３年度 第７４回卒業証書授与式…３月１５日（火）午前１０時～ 

・１年球技大会…３月１６日（水）３．４限 

・２年球技大会…３月１７日（木）３．４限 

・修了式…３月１８日（金） 


